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PRTR‐WORLDのご紹介

４. 製品納⼊

５. 製品使⽤
（RA、暴露調査、検診等）

1. 製品情報登録

6.使⽤量
排出係数

集計結果

使⽤量
PRTR

A法
製品リスト

Z社管理
製品リスト

納⼊会社様
（材料メーカー様）

＜製品使⽤者＞

2.事前確認

７. 集計

法(改正時)対応

SDS閲覧
※オプション

SDS

法令指定物質
⾃主管理物質

製品情報
＋

A法令物質
Z社管理物質
検索

管理物質
データベース

集計

SDS

閲覧／
ダウンロード

SDS

グリーン調達
ガイドライン

３．発注

＜調達部＞
＜環境事務局＞
＜安全衛⽣事務局＞

環境要件

RA,暴露調査、検診他



［
排
出
量
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PRTR‐WORL 集計完了までの流れ

［
製
品
検
索
］

【現⾏システム】

納⼊基本情報

組成情報

公開会社登録

品番登録（⽤途・単位・Kg変換係数）

使⽤量情報登録（数量・単位・組織）

使⽤量集計

組織登録

排出係数設定（組成別・⽤途別）

排出量（PRTR）集計

製
品
登
録

【新システム】

集

計

⽂書（SDS等）

製
品
登
録

集

計

納⼊基本情報

組成・危険有害性GHS・法規制 情報

公開会社登録

品番登録（⽤途・単位・Kg変換係数）

購⼊量情報登録（数量・単位・組織）

購⼊量集計

組織登録

排出係数設定（組成別・⽤途別）

排出量（PRTR）集計

⽂書（SDS等）

製品登録（GID取得） 製品登録（GID取得）



ログイン画⾯

現在 新システム
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新URL） https://www.prtr‐world.com/eco/



ログイン後トップページ
現在 新システム
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新システムポイント①：製品登録時グローバルID発⾏ログ

現在 新システム

警告表⽰のため誤って閉じると
グローバルIDがわからない 登録製品のログが残ります

グローバルIDを発⾏した製品が⼀⽬でわかるようになりました
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• ⼊⼒項⽬の整理 1/2
PWの⼊⼒項⽬（製品情報タブ）

GID取得 納⼊
基本情報

組成
情報

危険
有害性
GHS

法規制
公開会社

／
品番情報

関連
⽂書

SDS（JISZ7253に準拠）記載事項
第１章 化学品及び会社情報

製品名 ■必須
製造会社 情報
（*会社名、住所、TEL） *■必須
SDS作成⽇ ■必須
SDS改定⽇ ■必須

第２章 危険有害性の要約
分類 ■必須
区分 ■必須

第３章 組成及び成分情報
CAS番号または成分名 ■必須
含有率（上・下限値、代表値） ■必須

第４章 応急措置
第５章 ⽕災時の措置
第６章 漏出時の措置
第７章 取扱い及び保管上の注意
第８章 ばく露防⽌及び保護措置
第９章 物理的及び化学的性質

引⽕点 ■要望
含⽔率 ■要望
⽐重 ■要望

第１０章安定性及び反応性
第１１章有害性情報(分類・区分） ■必須
第１２章 環境影響情報
第１３章 廃棄上の注意
第１４章 輸送上の注意
第１５章適⽤法令

該当法令 ■必須
該当成分 ■必須

第１６章その他の情報
準拠JIS規格 ■要望
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SDS以外の情報
納⼊業者 情報
（*会社名、 住所、TEL） *■必須

仕⼊れ先No. ■
報告会社情報
（会社名、担当者名、TEL、E-MAIL） ■
NV値 ■
その他の情報 ■
公開会社 ■必須

品番
■(発注
後⼊⼒
必要)

⽤途 ■↑
購⼊単位 ■↑
変換係数 ■↑
SDS（添付資料）PDF. ■必須
SDS以外の添付資料 ■

• ⼊⼒項⽬の整理 2/2
PWの⼊⼒項⽬（製品情報タブ）

GID取得 納⼊
基本情報

組成
情報

危険
有害性
GHS

法規制
公開会社

／
品番情報

関連
⽂書

下記４項⽬が変更になります。
・１個あたり重量 → 任意
・容器（材質･形態･回収） → 廃⽌
・単⼀物質/混合物 → 廃⽌
・全て可/⼀部不可 → 廃⽌



新システムポイント② ⼊⼒項⽬と画⾯
前記⼊⼒項⽬を各タブに整理し、タブ毎で画⾯切替し⼊⼒

現在 新システム

エコ太郎
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SDS SDS改定⽇ SDS作成⽇ JIS規格

☑公開会社 ☑⽤途 ☑購⼊単位 変換係数

消防法 エポキシ樹脂 ☑その他法令該⾮

☑分類・区分

CAS 含有率（⾦属化合物の換算係数対応）

新システムポイント③ 初⼼者にもやさしい⼊⼒補助
SDSの章⽴てに沿った⼊⼒画⾯構成と、⼊⼒補助

⼊⼒タブ

直接⼊⼒を⼤幅に削減

37
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20

30

40

現在 新システム

必須
⾃動

⼊⼒補助機能
（危険有害性・法規制の候補表⽰・⾃動表⽰など）

必須項⽬の直接⼊⼒数を７５％以上カット！

☑納⼊業者情報 ☑製造会社情報 ☑報告会社情報 （ 引⽕点／含⽔率／⽐重／NV値／その他）

☑ ⼊⼒補助あり
直接⼊⼒

⿊字 現状と同じ情報
⾚字 今回新規or追加情報
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危険有害性GHS 法規制 関連⽂書
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新システムポイント③‐1 納⼊基本情報

予め登録済みの
材料登録者情報が
⾃動で表⽰され、
⼊⼒不要になりま

した！

編集ボタンクリック

背景⾊が
ピンクの項⽬

は
⼊⼒必須で

す！
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新システムポイント③‐2 組成情報 1/2
①編集ボタン
クリック

②検索ボタン
クリック

③検索した物質を
選択し、選択ボタン

クリック

④選択した物質情報が
転記されますので、
含有率情報を⼊⼒し
登録ボタンをクリック
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新システムポイント③‐2 組成情報 2/2
①「検索」＋「物質選択」
ではなく、CAS番号(他シート
よりコピー貼り付け可能）で

登録
②含有率の「代表値：未⼊

⼒」で
「上限値：⼊⼒済」で登録

含有率の「⼩数点以下」は
⼩数点第４位まで

⑤⾃動
で上限値を代表値に登録しま

す。
④⾃動で名称が表⽰！

③登録
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新システムポイント③‐3 危険有害性GHS
①編集ボタン
クリック

②該当する分類
の

プルダウンから
区分を選択！

③登録



新システムポイント③‐4(1/4) 法令該⾮判定機能〈該⾮判定〉

選択した法令（標準, オプション）該⾮を判定。Excelでダウンロードできるようになりました！
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物質名 含有率
(%)

物質A 20

物質B 1

物質C 0.5

成分法規反映
集計ユーザー様が法令の
該⾮を閲覧・ダウンロード

できます♪
(法令選択⼀部オプション)

集計ユーザー様
※「消防法」「エポキシ樹脂」
「安衛法 危険物・・・」

は⼿動選択⼊⼒材料メーカー様

①組成⼊⼒ ②法令該⾮候補表⽰ ③法令該⾮確認

※「消防法」「エポキシ樹脂」
はオプションで開⽰(案)
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※STD・OP外の法規制については表⽰いたしません。

新システムポイント③‐4(2/4) 法規制

③「成分法規反映」
ボタンクリック

④組成情報より、該当す
る法規制を⾃動表⽰

②選択肢

(未使⽤)

(未使⽤)
(未使⽤)

①編集ボタン
クリック



新システムポイント③‐4(3/4)法令該⾮判定機能〈該⾮判定〉

・SDS記載義務の対象物質： 国内）PRTR法、安衛法、毒劇法の3法
<本システム 該⾮判定機能>
・SDS記載義務以外の法についても抽出可⇒『法規制』の該⾮判定範囲の拡⼤に有効
各集計ユーザー様から、材料メーカーへ⼊⼒のご依頼を頂きたく。
（例）トヨタグリーン調達ガイドライン、トヨタ管理物質の開⽰等にて
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※「消防法」「エポキシ樹脂」「安衛法 危険物・・・」 は⼿動選択⼊⼒



新システムポイント③‐4(4/4) 法令（管理物質）の拡充

PRTR‐WORLD（※オプション含む）

国内

化管法（PRTR法）
毒劇法
安衛法
（名称等を通知すべき危険物及び有害物）
安衛法※
（特化測／有機則／がん原⽣／変異原性）
⽔濁法
⼟対法

海外 REACH※

国内 県条例
（東京／埼⽟／⼤阪）

新たに追加されます！

国内

安衛法
（特別管理物質／健康診断実施対象物質／鉛則・鉛化合物など）
消防法
⾼圧ガス
エポキシ樹脂硬化剤健康障害防⽌通達
⼤防法
廃掃法
オゾン層保護法
地球温暖化防⽌法
化審法
下⽔道法
ストックホルム条約（POPs）

海外

EEC

ELV

RoHS

GADSL

IEC

国内 各社管理物質を設定可能

国内法令１１種類、海外法令５種類を新たに追加
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新システムポイント③‐5(1/3) SDSなどの登録（関連⽂書登録）

SDS作成⽇／改定⽇／JIS規格の登録ができるようになりました

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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登録ボタン
クリック



新システムポイント③‐5(2/3) セキュリティ付き専⽤フォルダ機能

現在

A製品

Z社
資料

Y社
資料

X社

Z社

Y社

SDS

X社

Z社

Y社

A製品

専⽤
(OP)

公開
SDS

Z社
資料

Y社
資料

SDSの他各社仕様の情報(試験結果等)の保管に、セキュリティ付き専⽤フォルダ機能を
設定(オプション)

新システム
集計ユーザー様

材料メーカー様
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新システムポイント③‐5(3/3) SDSなどの登録（関連⽂書登録）

セキュリティ付き専⽤フォルダ

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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①登録ボタン
クリック

②専⽤フォルダ
選択

利⽤ユーザーの
み選択メニュー

に表⽰
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新システムポイント③‐6 公開会社/品番情報

公開先を
プルダウンから

選択！

編集ボタン
クリック



新システムポイント④ ⼀括Excelダウンロード
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①検索結果⼀覧
より任意の製品

を選択
（チェックON）

②｢追加項⽬EXCEL出⼒｣と
｢EXCEL出⼒｣をクリック

③選択した製品の、該当詳細情報が
Excelでダウンロード出来ます。

ダウンロードボタンと該当する詳細情報について
▼「追加項⽬EXCEL出⼒」ボタン

→納⼊基本情報、公開会社/品番情報
▼「EXCEL出⼒」ボタン

→組成情報、危険有害性GHS、法規制

※関連⽂書は対象外です。



新システムポイント⑤ ⼊⼒忘れ防⽌
製品登録時に必須項⽬の⼊⼒忘れがある場合は、⼊⼒者へお知らせいたします！

集計ユーザー様からのフォローが軽減されます。

（お知らせ表⽰イメージ）

材料メーカー様
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品番を登録

新システムポイント⑥ 品番の登録

集計時に使⽤する
情報

編集ボタン
クリック
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多量な製品情報の⼀括登録必要時のお願い

納⼊会社様
（材料メーカー様）

集計ユーザー様エコ・リサーチ

⼊⼒フォーマットを準備・提供しますので、ご⼊⼒後返送をお願い致します。

PRTR‐
WORLD

①エコ・リサーチより製品の
登録⽤フォーマット（Excel）
ご提供。

返送
⑤エコ・リサーチにて登録い
たします。

⑥製品登録完了後 ご連絡

確認

⾃社登録

はい

依頼

⼊⼒

⼊⼒

ご相談

ご依頼

依頼 「公開会社設定、関連⽂
書登録と集計ユーザ様へ
のデータ送付」 の完了

⾃社登録

「公開会社設定、関連⽂書登録と集計
ユーザ様へのデータ送付」 の完了



新システムポイント⑦ サービス時間拡⼤
処理スピード⼤幅アップ

ネットワークセキュリティの向上と集計処理の短縮により、
セキュリティレベル及びサービス時間拡⼤！

サービス時間の拡⼤
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従来

新システム

0:00 9:00 18:00 24:00

6:00 26:00

処理時間の短縮

現在検証中



［
製
品
検
索
］

［
排
出
量
集
計
］
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PRTR‐WORL 集計完了までの流れ
【現⾏システム】

納⼊基本情報

組成情報

公開会社登録

品番登録（⽤途・単位・Kg変換係数）

使⽤量情報登録（数量・単位・組織）

使⽤量集計

組織登録

排出係数設定（組成別・⽤途別）

排出量（PRTR）集計

製
品
登
録

【新システム】

集

計

⽂書（SDS等）

製
品
登
録

集

計

納⼊基本情報

組成・危険有害性GHS・法規制 情報

公開会社登録

品番登録（⽤途・単位・Kg変換係数）

購⼊量情報登録（数量・単位・組織）

購⼊量集計

組織登録

排出係数設定（組成別・⽤途別）

排出量（PRTR）集計

⽂書（SDS等）

製品登録（GID取得） 製品登録（GID取得）
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新システムポイント⑧‐1 集計機能へのアクセス

「排出量集計」ボタンクリックで
集計機能へアクセスできます。
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新システムポイント⑨ メニュー表現の変更
【新システム】【現システム】

使⽤量情報読込→資材情報読込

排出係数設定→排出係数メンテナンス

集計準備→排出移動量推計
集計準備状況確認→エラーチェック（推計）
集計準備取消→排出移動量推計解除

使⽤量集計→購⼊量集計

使⽤量読込状況確認→エラーチェック（資材）

廃⽌

廃⽌

廃⽌

多数製品登録時のお願い

）
廃⽌

Excelダウンロード可

メニュー項⽬：２３⇒１２項⽬
メニュー配置：業務別G/頻度更を上から配置

⇒初期設定、管理Gより配置
メニュー表現の変更

新
登録済データの削除可能

廃⽌
廃⽌
廃⽌

廃⽌
廃⽌
廃⽌ 名称変更
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新システムポイント⑩‐1 集計プロセス

①

②

③
④

⑥

業務の流れ：現⾏システムと同じ

あり

集計機能へのアクセス

資材情報の作成

②資材情報読込

⑥購⼊量集計

③排出係数メンテナンス

⑤エラーチェック（推計）

⑦排出量集計

①組織情報メンテナンス組織変更
有無

エラー
有無

なし

※PRTR対象物質絞込

⑦

⑤
④排出移動量推計

なし

あり

集計？ 排出量

購⼊量
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新システムポイント⑩‐2  組織情報メンテナンス
組織（部署）情報をメンテします。（従来通り）

旧：ボタン無し
新：ボタン表⽰
事業所追加も

PRTRの集計出来ません
(異なる機能)

①
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新システムポイント⑩‐3 購⼊データの読込み

メニュー表⽰ 変更

整合性チェックを実施して、「確定」します。（従来通り）

購⼊データ（CSV）：①会社コード、②発注番号、③品番、④数量、⑤単位コード、
⑥使⽤部署（会社コード＋事業所コード＋部署コード）、⑦購⼊年⽉⽇

チェック内容
①DB登録先の確認
②ファイル内単⼀であること
③品番登録済みの確認
④数値チェック。集計計算。
⑤単位コード登録済みの確認
⑥集計対象部署の確認
⑦⽇付形式の確認

②
使⽤量情報読込→

使⽤量読込状況確認→

使⽤量情報読込→資材情報読込
使⽤量読込状況確認→エラーチェック（資材）
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新システムポイント⑩‐4 排出移動量推計
メニュー表⽰ 変更

④
⑤

←集計準備取消

集計準備→

集計準備状況確認→

集計準備→排出移動量推計
集計準備状況確認→エラーチェック（推計）
集計準備取消→排出移動量推計解除
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新システムポイント⑩‐5(1/2) 排出係数メンテナンス
排出係数設定値をExcelダウンロード/⼀括編集/アップロード

③
①「排出係数」設定のため、
クリックします。

②ツール読込⽤のデータを
ダウンロードします。

③ツールで編集したデータを
アップロードします。

排出係数設定→

排出係数設定→



新システムポイント⑩‐5(2/2)使⽤量⼀括設定に加えて排出係数の⼀括編集

設定ファイル作成ツール
（編集マクロ） 排出係数設定ファイル ファイルをアップロード

設定完了

現⾏：画⾯上で物質・⽤途単位で排出係数⼀括設定
新：Excelマクロにて複数の物質・⽤途単位で排出係数⼀括編集後アップロード
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※詳細操作マニュアルご提供

排出係数データをExcelマクロで⼀括編集できます。
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新システムポイント⑩‐6  購⼊量集計
メニュー表⽰ 変更
閾値条件有りなし選択 メニュー内からチェックBOXに

⑥

使⽤量集計→

使⽤量集計→購⼊量集計
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新システムポイント⑩‐7(1/2)  排出量集計

⑦

メニュー表⽰ 変更無し
閾値条件有りなし選択 メニュー内からチェックBOXに
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新システムポイント⑩‐7(2/2)  排出量集計値の裾切り
現⾏：ダウンロード後、ExcelにてPRTR報告対象を裾きり値でフィルター選定
新：画⾯上で取扱量裾切り設定によるPRTR報告対象の集計
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新システムポイント⑩‐8  データの削除
現⾏：使⽤量情報読込より使⽤量データを削除
新：「データ容量チェック」機能より資材データを削除

チェックして「削除」



集計会社様へのお願い事項

①試⾏のお願い
◆材料⼊⼒機能 ９⽉１６⽇（⽉） 〜１１⽉２９⽇（⾦）
◆PRTR集計機能 １０⽉１４⽇（⽉）〜１１⽉２９⽇（⾦）

2019/8       9      10          11          12            1        

集計会社様
試⾏

▼ｼｽﾃﾑ切替
12/21（⼟）
〜12/27（⾦）

PRTR-WORLD停⽌予定材料納⼊会社様
試⾏

システム改善

②貴社と取引のある材料納⼊会社様への、試⾏依頼のご案内
◆試⾏期間 １０⽉７⽇（⽉） 〜１１⽉２９⽇（⾦）

※なお、展開⽅法については、個別に調整させて頂きま
す。

技術総括室 管理G ⾼橋


